
日
本
古
代
宮
都
の
周
辺
宮
都
と
葬
地

山
中
章

司
奮
国
目
ユ
♂
屋
o
『
ζ
ぽ
窪
二
飴
喝
§
6
⑭
6
e
且
邑
⑭
二
日
駕
『
芭
否
飴
筥
邑
●
§
島
6
⑫
日
g
㊦
ユ
2

彦
ば
＞
Z
＞
次
〉
〉
匠
弓
飴

は

じ
め
に

0
飛
烏
諸
宮
と
「
陵
墓
」
・
葬
地

②
新
益
京
三
藤
原
京
」
と
「
陵
墓
」
・
葬
地

③
平
城
京
と
「
陵
墓
」
・
葬
地

④
桓
武
・
淳
和
王
権
の
「
陵
墓
」
選
地
条
件

お
わ
り
に

［論
文
要旨
］

　
古
代
王
権
の
「
陵
墓
」
と
宮
都
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
限
ら
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
岸
俊
男

氏
の
論

じ
た
「
藤
原
京
」
と
天
武
・
持
統
合
葬
陵
、
今
尾
文
昭
氏
の
藤
原
宮
と
四
条
古
墳
群
、
山
田

邦
和
氏
の
平
安
京
と
桓
武
・
嵯
峨
・
淳
和
天
皇
陵
と
の
関
係
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
一
度
、

飛
鳥
諸
京
以
後
平
安
京
に
至
る
ま
で
の
王
宮
・
宮
都
が
「
陵
墓
」
・
葬
地
を
ど
の
よ
う
な
意
図
の
下
に
、

い

つ
か

ら
、
ど
こ
に
配
置
し
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　
六
世
紀
に

入

り
王
権
の
所
在
地
に
近
い
飛
鳥
の
南
西
部
に
「
王
陵
空
間
」
が
創
出
さ
れ
た
。
推
古

王

権
の
「
陵
墓
」
は
そ
の
伝
統
的
「
墓
域
」
に
設
定
さ
れ
、
王
宮
と
の
関
係
性
は
明
瞭
で
は
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
天
武
・
持
統
王
権
は
初
め
て
、
両
空
間
に
明
確
な
思
想
を
持
ち
込
み
、
南
を
現
王

権
の
「
陵
墓
」
空
間
、
西
を
始
祖
墓
空
間
と
し
た
。

　
平
城
京
建
設
に
伴
い
、
唐
・
長
安
に
習
う
か
の
如
く
宮
城
中
枢
部
を
中
国
的
な
空
間
構
造
と
し
、

北

側
に
「
陵
墓
」
空
間
を
設
置
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
岡
京
か
ら
平
安
京
に
か
け
て
中
国
的
な
「
陵

墓
」
空
間
が
変
更
さ
れ
、
独
自
の
空
間
と
し
て
の
東
が
固
定
化
さ
れ
る
。

　
桓
武
天
皇
が
深
草
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
、
深
草
の
地
を
葬
地
と
す
る
考
え
を
導
き
出

し
、
元
号
寺
院
・
嘉
祥
寺
、
貞
観
寺
、
極
楽
寺
を
建
立
さ
せ
、
東
の
特
殊
空
間
が
確
立
す
る
。
相
次

ぐ
天
皇
や
貴
族
の
埋
葬
は
平
安
京
に
お
け
る
東
の
位
置
づ
け
を
決
定
づ
け
、
葬
地
空
間
が
固
定
化
す

る
。　

さ
ら
に
平
安
京
都
市
民
の
埋
葬
地
と
し
て
、
佐
比
川
や
鴨
川
が
着
目
さ
れ
、
鳥
部
野
に
葬
地
が
固

定
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
平
安
京
（
或
い
は
京
都
）
で
は
都
市
の
東
が
貴
賎
を
問
わ
ず
葬
地
と
化
し

て

い

く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
唐
・
長
安
に
お
け
る
貴
族
・
官
僚
層
の
葬
地
と
し
て
の
東
の
位
置
づ
け

と
重
な
り
合
う
。

　
宮
都
と
陵
墓
と
の
関
係
は
日
本
の
宮
都
の
変
遷
と
期
を
一
に
す
る
か
の
如
く
、
中
国
の
構
造
を
参

照

し
な
が
ら
独
自
の
変
遷
を
複
雑
に
経
た
の
で
あ
っ
た
。
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は
じ
め
に

　
日
本
の
古
代
陵
墓
の
研
究
は
主
に
、
『
日
本
書
紀
』
や
『
延
喜
式
』
な
ど
の
文
献
史

料

に
記
載
さ
れ
た
「
歴
代
」
天
皇
の
墓
（
以
下
「
陵
墓
」
と
称
す
る
）
を
ど
の
古
墳

に
治
定
す
る
の
か
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
［
山
田
邦
和
他
二
〇
〇
一
］
。
一
方
、
葬

法
に
つ
い
て
は
土
葬
か
ら
火
葬
へ
の
変
遷
に
研
究
の
主
眼
が
お
か
れ
、
火
葬
と
仏
教

と
の
関
係
や
火
葬
と
王
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
多
く
の
成
果
が
提
示
さ
れ
て
き
た

［黒
崎
直
一
九
八
〇
］
。

　
と
こ
ろ
で
、
古
墳
時
代
に
お
い
て
は
王
権
の
中
枢
部
に
宮
都
の
よ
う
な
中
心
が
形

成
さ
れ
た
形
跡
は
今
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
王
墓
と
王

権
の
政
治
的
中
枢
と
が
ど
の
よ
う
な
位
置
関
係
を
基
に
築
造
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
素
材
す
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
、
大
王
墓

の

集
中
す
る
地
域
縁
辺
部
に
各
大
王
権
の
中
枢
を
想
定
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
大
王
墓
は
そ
の
出
身
母
体
と
深
い
関
係
の
あ
る
地
域
に
埋
葬
さ
れ
た
と
す
る

仮
説
が
前
提
と
し
て
あ
る
。
大
王
の
初
現
地
域
を
大
倭
古
墳
群
に
求
め
る
説
な
ど
は

そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
中
央
集
権
国
家
の
建
設
を
中
国
の
律
令
制
に
な
ら
っ
て
形
成
し
た
七

世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
の
王
権
（
以
下
「
古
代
王
権
」
と
総
称
す
る
）
は
、
「
陵
墓
」

の
配

置
を
、
王
宮
や
宮
都
と
の
関
係
を
ど
の
程
度
配
慮
し
て
築
造
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
宮
都
と
「
陵
墓
」
の
関
連
性
に
つ
い
て
本
格
的
に
論
じ

た
の
が
岸
俊
男
氏
で
あ
っ
た
［
岸
俊
男
一
九
六
九
二
九
七
〇
a
b
］
。
岸
氏
は
、
天
武
・

持
統
合
葬
陵
で
あ
る
と
さ
れ
る
大
内
陵
（
野
口
王
墓
古
墳
）
、
文
武
天
皇
陵
と
さ
れ
る

中
尾
山
古
墳
、
高
市
皇
子
墓
と
推
定
さ
れ
る
菖
蒲
池
古
墳
、
高
松
塚
古
墳
な
ど
、
藤

原
宮
の
宮
城
中
軸
を
南
へ
延
長
し
た
地
点
に
天
武
王
権
を
構
成
し
た
人
々
の
墓
を
配

置
し
た
と
し
た
。
岸
氏
は
こ
れ
を
「
聖
な
る
ラ
イ
ン
」
と
称
し
た
。
日
本
で
初
め
て

条
坊
制
を
備
え
た
宮
都
「
藤
原
京
」
と
「
陵
墓
」
が
明
確
な
意
図
の
下
に
配
置
さ
れ

て

い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
初
め
て
の
論
考
で
あ
っ
た
。

　
近
年
、
今
尾
文
昭
氏
は
四
条
古
墳
群
の
墳
丘
の
削
平
状
況
を
検
討
す
る
中
で
、
現
・

緩
靖
天
皇
陵
で
あ
る
四
条
塚
山
古
墳
を
神
武
天
皇
陵
に
治
定
し
、
そ
の
位
置
が
、
藤

原
宮
城
の
南
北
二
等
分
線
を
東
西
に
延
長
し
た
位
置
に
あ
た
る
四
条
大
路
（
岸
説
藤

原
京
の
呼
称
。
以
下
、
「
藤
原
京
」
（
新
城
を
含
む
）
の
条
坊
呼
称
に
つ
い
て
は
岸
説

を
基
に
し
た
呼
称
法
を
採
る
。
）
を
西
に
延
長
し
た
、
東
六
坊
大
路
と
の
交
差
点
付
近

に

あ
る
の
は
、
「
京
内
道
路
の
要
衝
に
あ
っ
て
、
可
視
的
効
果
を
存
分
に
発
揮
」
さ
せ

る
た
め
だ
と
し
た
［
今
尾
文
昭
一
九
九
六
二
九
九
九
・
二
〇
〇
四
a
b
・
二
〇
〇
六
］
。

宮
城
と
王
権
の
始
祖
墓
が
密
接
な
関
連
性
を
も
っ
て
仮
託
さ
れ
た
と
し
た
の
で
あ

る
。
卓
見
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
宮
都
と
「
陵
墓
」
と
の
関
係
を
、
平
安
京
を
中
心
に
研
究
し
た
の
が
山

田
邦
和
氏
で
あ
る
。
特
に
京
都
の
都
市
空
間
と
墓
地
と
の
関
係
を
論
じ
た
一
連
の
研

究
は
他
に
追
随
を
許
さ
な
い
［
山
田
邦
和
一
九
九
四
a
b
c
二
九
九
五
・
一
九
九
六
・

二
〇

〇
五
］
。
山
田
氏
の
平
安
時
代
初
期
「
陵
墓
」
研
究
の
大
き
な
成
果
の
一
つ
に
、

桓
武
天
皇
陵
の
治
定
が
あ
る
。
柏
原
陵
治
定
地
に
は
、
伏
見
稲
荷
山
周
辺
説
と
深
草

大
亀
谷
周
辺
説
の
二
説
が
あ
っ
た
が
、
山
田
氏
の
最
新
の
研
究
［
山
田
邦
和
一
九
九
九

b
］
に
よ
れ
ば
、
伏
見
桃
山
城
内
（
現
在
、
伏
見
桃
山
陵
と
し
て
宮
内
庁
の
管
理
下
に

あ
り
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
で
あ
る
と
い
う
。
伏
見
桃
山
城
内
に
所
在
し
て

い

た
も
の
が
築
城
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
新
説
は
、
多
く
の

研
究
者
が
「
深
草
」
周
辺
を
探
索
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
痕
跡
す
ら
探
り
当
て
る

こ
と
が
で
き
な
い
現
状
で
は
、
極
め
て
説
得
力
の
あ
る
説
と
言
え
る
。
で
は
な
ぜ
桓

武
天
皇
陵
は
「
伏
見
桃
山
」
に
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
桓
武
天
皇
陵
は
宮
都
と

ど
の
よ
う
な
関
連
性
の
下
に
築
造
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
、
桓
武
天
皇
の
皇
子
で
あ
っ
た
大
伴
親
王
は
淳
和
天
皇
と
し
て
即
位
す
る

が
、
死
に
際
し
て
遺
言
し
、
火
葬
の
上
、
西
山
嶺
に
散
骨
す
る
よ
う
求
め
た
と
い
う
。

西

山
は
大
伴
親
王
が
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
長
岡
京
の
北
西
で
あ
り
、
平
安
京
遷
都

後
も
桓
武
・
嵯
峨
天
皇
同
様
に
度
々
遊
猟
に
訪
れ
た
地
で
も
あ
っ
た
。
何
故
こ
の
地
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が
散
骨
の
地
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
小
考
は
、
先
学
の
研
究
成
果
の
駿
尾
に
付
し
て
、
今
一
度
宮
都
の
周
辺
が
い
か

な
る
意
図
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
主
に
葬
地
の
分
布
を
通
し

て

若
干
の
考
察
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
考
察
を
通
し
て
、
古
代
王
権
の
宮
都
と
「
陵

墓
」
・
葬
地
の
関
係
が
、
長
岡
京
か
ら
平
安
京
の
造
営
を
契
機
に
変
化
す
る
こ
と
が
指

摘
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

0
飛
烏
諸
宮
と
「
陵
墓
」
・
葬
地

1
　
推
古
王
権
と
「
陵
墓
」

　
推
古
王
権
の
宮
殿
と
「
陵
墓
」
を
検
討
す
る
材
料
と
し
て
、
石
舞
台
古
墳
、
植
山

古
墳
、
島
庄
遺
跡
、
豊
浦
宮
跡
、
小
墾
田
宮
跡
を
取
り
上
げ
、
そ
の
位
置
関
係
に
つ

い
て
若
干
の
分
析
を
試
み
て
お
こ
う
。

　
石
舞
台
古
墳
は
、
推
古
三
四
（
六
二
六
）
年
に
没
し
た
蘇
我
馬
子
の
墓
で
あ
る
と

の
説
が
有
力
で
あ
る
。
ま
た
近
年
に
は
、
石
舞
台
古
墳
西
側
で
の
発
掘
調
査
が
精
力

的
に
実
施
さ
れ
、
七
世
紀
前
半
代
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
大
規
模
な
掘
立
柱
建
物
を
伴

う
邸
宅
跡
が
発
見
さ
れ
（
島
庄
遺
跡
）
、
蘇
我
馬
子
の
邸
宅
（
本
拠
地
）
が
墓
域
と
極

め

て

緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
［
明
日
香
村
教
育
委
員

A云
二
〇
〇
⊥
ハ
］
。

　
他
方
、
推
古
王
権
を
支
え
た
皇
子
の
一
人
で
あ
る
竹
田
皇
子
の
墓
と
さ
れ
る
の
が

植

山
古
墳
で
あ
る
。
植
山
古
墳
は
東
西
に
二
石
室
を
有
す
る
方
墳
で
、
東
石
室
が
六

世
紀
末
、
西
石
室
が
七
世
紀
前
半
の
築
造
だ
と
さ
れ
る
。
特
に
東
石
室
は
牧
野
古
墳

の

石
室
構
造

と
酷
似
し
、
被
葬
者
に
推
定
さ
れ
る
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
（
成
相
墓
）

と
の
関
係
か
ら
王
権
を
構
成
し
た
人
物
の
墓
と
推
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
西
石
室
の

築
造
時
期
と
の
関
係
か
ら
、
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
推
古
天
皇
と
竹
田
皇
子
と
の

合
葬
墓
と
の
可
能
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
［
橿
原
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
〇
］
。

　

植

山
古
墳
の
西
側
に
は
欽
明
天
皇
陵
（
蘇
我
稲
目
墓
と
の
有
力
な
説
も
あ
る
）
に

治
定
さ
れ
る
五
条
野
（
見
瀬
）
丸
山
古
墳
、
現
在
欽
明
天
皇
檜
隈
坂
合
陵
と
し
て
宮

内
庁
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
平
田
梅
山
古
墳
が
所
在
し
、
王
権
の
「
陵
墓
」
が
集

中
す
る
地
域
で
あ
る
。
各
古
墳
を
王
権
の
誰
に
治
定
す
る
か
は
発
掘
調
査
が
不
可
能

な
現
状
で
は
こ
れ
以
上
の
推
測
は
困
難
で
あ
る
が
、
当
該
地
域
一
帯
が
「
王
陵
の
谷
」

の

よ
う
な
性
格
の
墓
域
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。

　

で

は
、
植
山
古
墳
の
有
力
な
被
葬
者
で
あ
る
推
古
天
皇
の
宮
殿
と
「
陵
墓
」
の
関

係

は
ど
の
よ
う
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
箭
明
王
権
に

よ
っ
て
築
造
さ
れ
、
永
く
飛
鳥
宮
と
し
て
使
用
さ
れ
続
け
る
宮
殿
と
の
関
係
を
ど
の

様

に
理
解
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

推
古
天
皇
の
宮
殿
は
、
甘
樫
の
丘
周
辺
部
の
豊
浦
宮
と
小
墾
田
宮
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
前
者
は
宮
殿
の
廃
止
後
、
豊
浦
寺
に
改
造
さ
れ
、
後
者
は
豊
浦
宮
の
東
に
設
け

ら
れ
た
こ
と
が
関
連
資
料
の
出
土
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
植
山
古

墳
と
は
明
ら
か
に
遠
く
離
れ
て
い
る
上
に
方
向
性
な
ど
に
何
ら
か
の
規
則
性
も
認
め

ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
欽
明
天
皇
陵
が
い
ず
れ
で
あ
る
に
し
ろ
、
六
世
紀
代
に
形
成

さ
れ
た
墓
域
の
一
角
に
「
陵
墓
」
が
築
造
さ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
推
古

天
皇
の
「
陵
墓
」
は
そ
の
後
、
磯
長
（
太
子
町
）
に
改
葬
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
背
景
が
何
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
宮
殿
の
所
在
地
と
は

無
関
係
に
、
前
代
以
来
の
伝
統
の
中
で
「
陵
墓
」
が
設
け
ら
れ
た
と
理
解
で
き
る
。

　

こ
の
他
、
箭
明
天
皇
陵
は
東
の
押
坂
内
陵
に
、
斉
明
（
皇
極
）
天
皇
陵
は
南
西
の

越
智
口
岡
上
陵
に
葬
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
宮
殿
の
置
か
れ
た
飛
鳥
の
地
か
ら

は
遠
く
離
れ
た
地
に
位
置
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
さ
ら
に
、
「
飛
鳥
京
」
を
離
れ
た
天
智
天
皇
の
「
陵
墓
」
は
山
城
国
宇
治
郡
の
御
廟

野
古
墳
が
有
力
治
定
地
で
あ
り
、
大
津
宮
と
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
御
廟
野
古
墳
の
所
在
す
る
宇
治
郡
北
部
は
、
天
智
王
権
の
有
力
構
成
員
で
あ
る

中
臣
鎌
足
の
支
配
領
域
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
何
故
こ
の
地
に
埋
葬
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
が
多
く
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
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図1－1　岸説［藤原京］と「陵墓」位置関係図（［岸俊男1988〕に加筆）
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図1－2　天武・持統合葬陵（野L＋E墓古墳）

大
津
宮

と
の
間
に
関
連
性
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
も
王

権
の
構
成
員
で
あ
る
鎌
足
の
支
配
領
域
と
い
う
社
会
的
要
因
が
背
景
に
あ
っ
た
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
後
述
す
る
天
武
王
権
の
「
陵
墓
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
、

王
権
の

政
治
的
中
枢
部
と
「
陵
墓
」
と
の
問
に
明
確
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。

2

五
条
野
（
見
瀬
）
丸
山
古
墳
と
「
飛
鳥
京
」
域

　
明
確
な
都
市
的
空
間
を
持
た
な
か
っ
た
日
本
の
古
墳
時
代
王
権
に
対
し
て
、
推
占

王

権
は
、
上
ッ
道
・
中
ッ
道
・
下
ッ
道
・
横
大
路
・
阿
倍
山
田
道
（
以
下
「
幹
線
古

道
」
と
い
う
）
を
大
和
盆
地
南
部
（
飛
鳥
域
）
に
設
置
し
、
広
い
意
味
で
の
都
市
空

間
を
設
定
し
た
と
考
え
た
［
山
中
章
二
〇
〇
．
］
。
幹
線
古
道
の
中
心
道
路
で
あ
る
中
ッ

道
南
端
に
は
、
推
古
王
権
の
政
治
的
、
宗
教
的
、
文
化
的
中
枢
部
が
集
中
し
、
そ
の

命
名
か
ら
し
て
も
新
し
い
都
市
空
問
の
中
軸
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

都

市
空
間
の
西
端
を
な
す
下
ッ
道
が
、
五
条
野
（
見
瀬
）
丸
山
占
墳
の
墳
丘
の
北
西

端
を
起
点
に
す
る
か
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
事
実
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
現
存
地
割
り
で
見
る
限
り
、
下
ッ
道
の
五
条
野
（
見
瀬
）
丸
山
古
墳
以
南
は
こ

れ

を
避
け
る
よ
う
に
し
て
南
へ
延
び
て
お
り
、
下
ッ
道
建
設
者
（
整
備
者
）
が
同
古

墳

を
道
路
建
設
に
お
い
て
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
仮

に
、
ド
ッ
道
の
建
設
が
、
五
条
野
（
見
瀬
）
丸
山
古
墳
の
墳
丘
を
起
点
に
し
て
北
へ

延

伸
さ
れ
た
と
す
る
と
、
同
古
墳
は
幹
線
古
道
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
都
市
的
空
間
か

ら
は
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
当
然
、
植
山
占
墳
を
始
め
と
す
る
周
辺
の
古

墳
群
は

い
ず
れ

も
同
空
間
の
南
（
東
）
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
ヒ
世
紀
初
め
に

新
た
に
形
成
さ
れ
た
都
市
空
間
の
外
に
出
る
こ
と
に
な
る
。
植
山
古
墳
へ
の
推
占
大

王
の

追
葬
も
ま
た
、
そ
う
し
た
空
間
と
の
関
係
と
も
矛
盾
し
な
い
。

　
天
武
王
権
の
新
城
以
後
、
「
陵
墓
」
が
宮
城
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
の
と
は

質
的
に
異
な
る
が
、
天
武
王
権
以
前
の
下
権
も
ま
た
、
幹
線
占
道
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ

た
都
市
的
空
間
と
「
陵
墓
」
と
の
問
に
一
定
の
配
置
の
ル
ー
ル
を
も
っ
て
い
た
可

99



国立歴史民俗博物館研究報告

　第134集2007年3月

能
性
が
指
摘
で
き
る
。
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
幹
線
古
道
（
上
ッ
道
・
中
ッ
道
・
下
ッ

道
・
横
大
路
・
阿
倍
山
田
道
）
の
形
成
は
、
王
権
と
「
陵
墓
」
と
の
関
係
に
新
た
な

段
階
を
生
み
出
す
過
渡
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

②
新
益
京
・
「
藤
原
京
」
と
「
陵
墓
」
・
葬
地

1

天
武
・
持
統
王
権
の
「
陵
墓
」
と
南

　
既
に

研
究
史
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
岸
俊
男
氏
に
よ
っ
て
、
天
武
・
持
統
合
葬

陵

（野
口

王
墓
古
墳
・
大
内
山
陵
）
が
藤
原
宮
城
の
中
軸
線
を
南
に
延
長
し
た
ラ
イ

ン
上
に
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
同
ラ
イ
ン
上
に
位
置
す
る
の
が
高
松
塚

古
墳
、
中
尾
山
古
墳
、
菖
蒲
池
古
墳
で
あ
る
。
各
古
墳
の
築
造
時
期
や
構
造
な
ど
か

ら
こ
れ
ら
が
天
武
天
皇
の
皇
子
達
の
墓
と
推
定
さ
れ
、
意
識
的
に
同
ラ
イ
ン
上
が
王

権
の
「
陵
墓
」
空
間
と
し
て
踏
襲
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
聖
な
る
ラ
イ
ン
」
と

仮
称
さ
れ
た
こ
の
様
な
「
陵
墓
」
と
宮
城
と
の
明
確
な
関
係
は
、
そ
の
後
の
宮
都
で

は
認
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
天
武
・
持
統
王
権
に
お
け
る
特
殊
な
「
制
度
」
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
平
城
京
以
後
の
「
陵
墓
」
は
い
ず

れ

も
宮
都
の
南
に
は
配
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
何
故
当
代
の
王
権
は
南
を

意
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
宮
殿
の
南
部
と
い
う
点
で
共
通
す
る
の
は
、
推
古
王
権
の
宮
殿
と
「
陵
墓
」
が
前

代
ま
で
の
「
王
陵
空
間
」
を
踏
襲
し
た
結
果
、
南
に
位
置
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

或

い

は
、
飛
鳥
地
域
の
南
部
は
「
陵
墓
」
空
間
と
し
て
前
代
以
来
強
く
意
識
さ
れ
て

い

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
仮
説
が
成
り
立
ち
う
る
と
す
る
と
、
天
武
・
持
統
王

権
も
ま
た
、
王
権
の
「
伝
統
」
に
強
く
規
制
さ
れ
て
「
陵
墓
」
を
配
置
し
た
こ
と
に

な
る
。

　

少
な
く
と
も
こ
こ
で
も
、
既
に
知
識
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
長
安
城
と
唐

皇
帝
陵
と
の
位
置
関
係
が
参
考
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

2

「神
武
天
皇
陵
」
と
「
藤
原
京
」
四
至

　
四

条
古
墳
群
の
中
で
、
新
城
（
ま
た
は
新
益
京
）
造
都
に
伴
い
破
壊
さ
れ
た
古
墳

と
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た
古
墳
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
残
さ
れ
た
古
墳
の
一
つ
で
あ

る
四
条
塚
山
古
墳
が
四
条
大
路
に
接
し
て
位
置
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
を
見
い
だ

し
た
の
は
今
尾
文
昭
氏
で
あ
る
。
今
尾
氏
の
指
摘
を
基
礎
に
宮
都
と
葬
地
の
関
係
を

検
討
し
て
み
よ
う
。

　
今
尾
氏

は
現
・
緩
靖
天
皇
陵
を
神
武
陵
（
畝
傍
山
東
北
陵
）
と
し
た
上
で
、
「
神
武

陵
に
仮
託
さ
れ
る
要
因
は
築
造
時
期
で
も
な
く
、
墳
形
や
墳
丘
規
模
で
も
な
い
」
と

し
た
。
四
条
塚
山
古
墳
は
藤
原
宮
城
（
今
尾
氏
は
小
澤
説
「
藤
原
京
」
域
を
採
っ
て

京
の
南
北
と
す
る
）
の
南
北
二
等
分
線
上
に
位
置
す
る
そ
の
立
地
こ
そ
重
要
で
あ
る

と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
四
条
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
四
条
大
路
の
設
置
は
天

武
朝
に
遡
り
、
そ
の
遺
構
が
新
城
に
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
林

部
二
〇
〇
一
］
。
四
条
古
墳
群
の
削
平
は
こ
の
時
期
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
す
る

と
、
天
武
朝
段
階
に
は
必
ず
し
も
後
の
藤
原
宮
城
に
相
当
す
る
空
間
の
造
成
は
進
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
四
条
塚
山
古
墳
が
宮
城
の
南
北
中
軸
線
を
西
へ
伸
ば
し
た
地
点
に

位
置
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
勿
論
、
中
村
太
一
・
小
澤
毅
両
氏
の
仮
説
で
あ
る

十
条
十
坊
の
設
計
に
な
る
新
城
で
あ
れ
ば
新
城
の
南
北
中
軸
線
上
に
四
条
塚
山
古
墳

を
残
し
た
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
新
城
は
一
気
に
全
面
が
完
成
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

四

条
遺
跡
周
辺
で
も
持
統
朝
に
ま
で
改
修
の
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て

い

る
。
設
計
、
施
工
と
い
う
細
部
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
岸
俊
男
氏
は
「
藤
原
京
」
を
下
ッ
道
と
中
ッ
道
、
横
大
路
と
阿
部
山
田

道
に
四
至
を
置
く
都
と
仮
定
し
た
。
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
岸
説
の
京
外
か
ら

条
坊
道
路
が
発
見
さ
れ
る
に
及
び
、
中
村
・
小
澤
説
を
最
有
力
説
と
す
る
新
た
な
「
藤

原
京
」
域
が
提
示
さ
れ
、
岸
説
は
成
り
立
た
な
い
も
の
と
す
る
論
説
が
支
配
的
で
あ

る
（
こ
れ
ら
を
反
岸
説
と
呼
称
す
る
）
。
し
か
し
、
反
岸
説
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
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な
い
。
京
内
想
定
地
に
田
が
想
定
で
き
る
こ
と
、
東
京
極
の
推
定
根
拠
が
定
か
で
は

な
い
こ
と
、
南
京
極
推
定
地
を
越
え
て
南
に
さ
ら
に
遺
構
が
存
在
す
る
こ
と
等
々
で

あ
る
。
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
「
陵
墓
」
が
新
城
（
［
藤
原
京
］
）
京
内
に
残
る
点
で
あ

る
。
四
条
塚
山
古
墳
の
他
に
も
畝
傍
山
周
辺
に
は
現
・
神
武
天
皇
陵
（
四
条
ミ
サ
ン

ザ

イ
古
墳
）
の
他
、
い
く
つ
か
の
古
墳
が
残
さ
れ
て
い
る
。
新
城
や
「
藤
原
京
」
が

小
澤
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
『
周
礼
』
に
基
づ
く
理
想
の
都
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

内
部
に
皇
帝
陵
が
配
置
さ
れ
る
の
は
大
き
な
問
題
と
な
る
。
宗
廟
や
社
稜
が
配
置
さ

れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
「
陵
墓
」
は
理
想
の
都
の
中
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
施
設
で

あ
る
。
後
述
す
る
い
ず
れ
の
宮
都
も
京
内
に
「
陵
墓
」
を
配
置
す
る
こ
と
は
な
い
。

「
陵
墓
」
問
題
は
む
し
ろ
岸
説
に
有
利
で
あ
る
。
大
宝
令
制
下
の
都
と
さ
れ
た
岸
説

「藤
原
京
」
に
従
え
ば
、
四
条
塚
山
古
墳
は
ま
さ
に
宮
城
の
南
北
中
軸
線
を
西
へ
延
長

し
た
位
置
に
な
り
、
な
お
か
つ
、
西
京
極
の
外
に
位
置
す
る
。

　
飛
鳥
か
ら
藤
原
地
域
に
方
格
地
割
を
形
成
し
た
王
権
が
、
明
確
な
四
至
の
プ
ラ
ン

を
持
っ
て
「
宮
都
」
を
建
設
し
た
証
拠
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
藤

原

京
」
の
創
設
に
至
っ
て
、
京
域
を
確
定
し
、
後
の
平
城
京
の
四
分
の
一
の
規
模
の

坊
を
基
本
と
し
た
京
域
を
南
北
十
二
条
に
わ
た
っ
て
建
設
し
た
と
す
る
岸
説
は
、
そ

の

根
拠
法
令
で
あ
る
『
大
宝
令
』
の
解
釈
か
ら
し
て
も
合
理
的
で
あ
る
。
特
に
近
年
、

平
城
京
初
期
の
段
階
に
少
な
く
と
も
十
条
が
存
在
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

［郡

山
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
六
］
。
「
陵
墓
」
と
宮
都
と
の
関
係
に
着
目
す
る
と
、
岸
説

に
よ
っ
て
西
京
極
に
相
当
す
る
下
ッ
道
の
西
に
「
神
武
天
皇
陵
」
は
位
置
す
る
。
宮

城
の

東
西
中
心
線
を
南
に
延
長
し
た
「
聖
な
る
ラ
イ
ン
」
の
位
置
づ
け
も
含
め
て
、

新
益
京
（
「
藤
原
京
」
）
の
建
設
に
よ
っ
て
始
め
て
宮
都
と
「
陵
墓
」
の
関
係
が
整
備

さ
れ
た
と
考
え
た
い
。

③
平
城
京
と
「
陵
墓
」
・
葬
地

1
　
平
城
京
北
部
の
「
陵
墓
」

　
平
城
京
を
建
設
し
た
元
明
天
皇
の
「
陵
墓
」
は
平
城
京
外
京
の
北
に
位
置
し
て
い

る
［
山
田
邦
和
一
九
九
九
a
］
。
日
本
の
「
陵
墓
」
に
は
珍
し
く
墓
碑
の
出
土
が
知
ら
れ
、

現
治
定
地
（
奈
保
山
東
陵
）
が
そ
れ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
同
じ
尾
根
筋
の
西
側
に
元

正
天
皇
陵

と
さ
れ
る
奈
保
山
西
陵
が
あ
り
、
こ
の
治
定
が
正
し
い
と
す
る
と
平
城
京

を
建
設
し
た
当
初
の
二
人
の
天
皇
の
「
陵
墓
」
が
い
ず
れ
も
都
の
北
に
位
置
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

つ
い
で
元
明
・
元
正
天
皇
の
「
陵
墓
」
推
定
地
の
南
に
位
置
す
る
の
が
聖
武
天
皇

佐
保

山
南
陵
と
光
明
皇
后
の
東
陵
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
外
京
北
端
に
接
す
る
よ
う
に

築
造
さ
れ
て
お
り
、
平
城
京
と
の
密
接
な
関
係
を
推
測
さ
せ
る
。
さ
ら
に
佐
保
山
南

陵
の
西
に
兆
域
が
予
想
さ
れ
て
い
る
の
が
聖
武
母
・
藤
原
宮
子
の
佐
保
山
西
陵
で
あ

る
。　

平
城
京
建
設
と
い
う
一
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
元
明
・
元
正
天
皇
の
「
陵
墓
」
、
お

よ
び
新
京
の
主
人
公
と
し
て
早
く
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
聖
武
天
皇
の
墓
が
い
ず
れ

も
北
に
あ
る
こ
と
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
平
城
京
建
設
を
主
導
し
た
の
は
藤
原
不
比
等
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
初
期
の
平

城
宮
の
最
大
の
特
徴
は
、
宮
城
中
枢
部
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
第
一
次
大
極
殿
院
・
朝
堂

院
地
区
が
前
後
の
宮
都
の
宮
城
中
枢
部
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
壮
大
で
、
例
を

見

な
い
点
で
あ
る
。
特
に
大
極
殿
院
に
北
半
部
に
博
積
み
基
壇
の
上
に
構
築
さ
れ
た

大
規
模
な
大
極
殿
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
前
面
に
は
広
大
な
広
場
が
配
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
唐
・
長
安
の
含
元
殿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
大
極
殿
院
の
構
造
か
ら
、
平
城
宮
の
建

設
が
唐
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
［
水
林
彪
二
〇
〇
三
］
。

　
唐
・
長
安
の
皇
帝
陵
は
滑
水
の
北
に
東
西
に
配
さ
れ
て
お
り
、
元
明
・
元
正
両
天
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皇
陵

が
現
治
定
地
で
よ
い
な
ら
そ
の
姿
に
近
い
と
言
え
る
。
但
し
、
聖
武
天
皇
佐
保

山
南
陵
や
光
明
皇
后
佐
保
山
東
陵
が
、
宮
城
の
北
端
よ
り
は
南
に
下
が
る
外
京
の
北

端
に
接
し
て
設
け
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
北
に
位
置
す
る
と
は
い
え
、
寧
ろ
外
京
内
や

そ
の
東
に
位
置
す
る
寺
院
群
（
興
福
寺
や
東
大
寺
）
に
近
い
点
に
意
味
が
あ
る
可
能

性
も
あ
り
、
聖
武
以
降
の
「
陵
墓
」
に
つ
い
て
は
唐
・
長
安
と
の
関
係
以
外
の
要
素

も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2

平
城
京
内
の
「
陵
墓
」
・
葬
地

　

と
こ
ろ
で
、
平
城
宮
・
京
内
に
も
残
さ
れ
た
古
墳
と
破
壊
さ
れ
た
古
墳
の
一
部
だ

け
が
残
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　
東
区
朝
堂
院
の
正
殿
で
あ
る
大
極
殿
は
神
明
野
古
墳
を
破
壊
し
て
建
設
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
、
宮
城
北
端
に
位
置
す
る
平
城
天
皇
楊
梅
陵
（
市
庭
古
墳
）
は
、
前
方

部
が
平
城
京
内
に
は
い
る
た
め
に
前
方
後
円
墳
の
後
円
部
の
み
が
残
っ
た
中
期
の
古

墳
で
あ
る
。
さ
ら
に
宮
城
北
部
に
位
置
す
る
松
林
宮
内
や
そ
の
周
辺
部
に
は
神
功
皇

后
陵
や
成
務
天
皇
陵
等
に
治
定
さ
れ
、
宮
内
庁
が
管
理
す
る
前
方
後
円
墳
群
（
佐
紀

盾
列
古
墳
群
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
平
城
京
建
設
時
に
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た
古
墳
群

で

あ
る
。
こ
の
他
、
垂
仁
天
皇
陵
（
菅
原
伏
見
東
陵
）
と
さ
れ
る
宝
来
山
古
墳
が
平

城
京
右
京
、
唐
招
提
寺
の
西
（
薬
師
寺
の
北
西
）
に
所
在
し
、
杉
山
古
墳
が
大
安
寺

境
内
に
所
在
す
る
（
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
に
は
「
一
坊
池
井
岳
」
と

し
て
出
て
お
り
、
意
識
的
に
残
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
）
。
い
ず
れ
も
王
権
と
の
関
係

が
強
く
指
摘
で
き
る
寺
院
周
辺
（
内
部
）
に
残
さ
れ
た
点
が
際
だ
っ
て
い
る
。

　
平
城
京
内
に
所
在
し
た
古
墳
が
ど
れ
だ
け
あ
り
、
何
基
破
壊
さ
れ
た
か
は
明
ら
か

で

は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
二
基
の
大
規
模
な
前
方
後
円
墳
が
意
図
的
に
残
さ

れ

た
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
る
。
平
城
京
建
設
当
時
か
ら
垂
仁
天
皇
「
陵
墓
」
と
し

て

仮
託

さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
先
に
み
た
「
藤
原
京
」
の
あ

り
方
か
ら
見
て
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
他
、
京
内
か
ら
は
右
京
五
条
四
坊
三
坪
か
ら
発
見
さ
れ
た
平
松
古
墓
が
唯
一

の

例
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
胎
盤
壼
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
確
実
な
例
は

知
ら
れ
て
い
な
い
［
黒
崎
直
一
九
八
〇
］
。
平
城
京
内
に
人
体
を
埋
葬
す
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

で

は
平
城
京
居
住
官
人
等
の
葬
地
は
ど
こ
に
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

数
少

な
い
火
葬
墓
の
所
在
地
が
こ
れ
を
考
え
る
参
考
に
な
る
。

　
太
安
万
侶
墓
は
奈
良
市
比
瀬
町
に
所
在
し
、
近
接
地
に
光
仁
天
皇
田
原
東
陵
（
奈

良
市
日
笠
町
）
が
所
在
す
る
。
出
土
墓
誌
に
よ
り
太
安
万
侶
は
左
京
四
条
四
坊
に
居

住

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
居
住
地
の
ほ
ぼ
真
東
に
当
た
る
丘
陵
部
に
埋
葬
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
何
故
こ
の
地
が
選
ば
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
周

辺
部
か
ら
は
火
葬
墓
と
推
定
さ
れ
る
多
く
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
［
前
園
他
一
九
七

九
］
ほ
か
、
南
西
に
は
光
仁
天
皇
の
父
・
志
貴
皇
子
の
「
陵
墓
」
に
治
定
さ
れ
て
い
る

田
原
西
陵
が
所
在
す
る
。
平
城
京
か
ら
は
高
円
山
に
よ
っ
て
境
さ
れ
、
直
接
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
地
が
官
人
層
の
葬
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
ち
な
み
に
光
仁
天
皇
の
「
陵
墓
」
は
、
当
初
広
瀬
の
地
に
置
か
れ
た
が
、
そ
の

後
、
延
暦
五
（
七
八
六
）
年
、
桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
志
貴
皇
子
の
「
陵
墓
」
に
近
い

田
原
東
陵
に
改
葬
さ
れ
た
と
い
う
。
広
瀬
の
地
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
は
佐
保
山
周

辺
部
と
さ
れ
る
。
他
の
説
も
平
城
京
北
郊
外
に
位
置
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、

こ
の
点
で
も
八
世
紀
、
光
仁
朝
以
前
の
王
権
は
宮
都
の
北
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と

言

え
る
。
当
該
説
が
正
し
い
と
す
る
と
、
桓
武
天
皇
は
平
城
京
の
北
部
に
集
中
し
て

い

た
天
皇
の
「
陵
墓
」
を
、
意
図
的
に
平
城
京
か
ら
離
れ
た
官
人
層
の
葬
地
で
あ
る

東

に
改
葬
し
た
こ
と
に
な
る
。
天
智
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
志
貴
皇
子
が
何
故
田
原
の

地

に
埋
葬
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
春
日
天
皇
号
を
追
贈
し
て
お
り
、
或
い

は

元
々

当
該
地
に
地
縁
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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④
桓
武
・
淳
和
王
権
の
「
陵
墓
」
選
地
条
件

1
　
長
岡
京
と
古
墳

　
長
岡
京
建
設
時
に
も
平
城
京
同
様
、
破
壊
さ
れ
た
古
墳
［
高
橋
美
久
二
一
九
八
〇
］

と
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た
古
墳
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
最
も
典
型
的
な
古
墳

が
向
日
丘
陵
古
墳
群
と
今
里
車
塚
古
墳
・
恵
解
山
古
墳
で
あ
る
。

　
長

岡
宮
大
極
殿
も
ま
た
、
大
極
殿
古
墳
を
破
壊
し
て
建
設
さ
れ
た
［
山
中
一
九
八

六
］
。
こ
の
他
に
京
内
に
あ
っ
て
、
条
坊
道
路
上
に
あ
る
た
め
に
そ
の
一
部
が
破
壊
さ

れ

た
古
墳
と
し
て
今
里
車
塚
古
墳
や
塚
本
古
墳
が
あ
る
。
特
に
前
者
は
後
円
部
の
直

径
四

六

m
の

前
方
後
円
墳
で
、
条
坊
側
溝
と
の
交
差
点
付
近
に
当
た
る
周
濠
内
に
は

長
岡
京
期
の
祭
祀
遺
物
が
認
め
ら
れ
、
墓
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い

た
。
と
こ
ろ
が
同
様
に
し
て
条
坊
道
路
の
交
差
点
に
位
置
し
た
恵
解
山
古
墳
は
全

長

約
一
二
〇
m
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
が
、
削
平
さ
れ
る
こ
と
な
く
京
内
に
残
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
長
岡
京
内
に
お
け
る
古
墳
破
壊
の
取
捨
選
択
の
基
準
は
明
瞭
で
は
な
い
。
京
の
北

部
に
位
置
す
る
古
墳
で
も
、
今
里
車
塚
古
墳
の
西
北
に
位
置
す
る
井
ノ
内
稲
荷
塚
古

墳

は
横
穴
式
石
室
に
用
い
ら
れ
た
石
材
を
利
用
す
る
た
め
長
岡
京
期
に
破
壊
し
た
上

で
祭
祀
を
行
っ
て
お
り
、
古
墳
を
墓
と
認
識
し
つ
つ
長
岡
京
造
営
の
た
め
の
資
材
供

給
地

と
し
て
利
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
東
七
〇
〇
m
に
位
置
す

る
長
法
寺
七
塚
古
墳
群
の
大
半
は
近
年
ま
で
墳
丘
を
残
し
て
お
り
、
破
壊
さ
れ
な

か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
破
壊
さ
れ
ず
に
残
っ
た
古
墳
が
宮
城
西
辺
部
の
向
日
丘
陵
上
に
大
規
模

に
所
在
す
る
。
向
日
丘
陵
古
墳
群
の
前
方
後
円
（
方
）
墳
群
で
あ
っ
た
。
丘
陵
最
先

端
の
元
稲
荷
古
墳
を
筆
頭
に
、
北
山
古
墳
、
五
塚
原
古
墳
が
宮
城
内
に
位
置
し
、
さ

ら
に
北
部
禁
野
地
帯
に
は
妙
見
山
古
墳
、
寺
戸
大
塚
古
墳
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
た
。

長
岡
宮
城
が
丘
陵
（
長
岡
）
の
先
端
部
、
小
畑
川
の
右
岸
に
当
た
る
段
丘
崖
を
利
用

し
て
設
け
ら
れ
た
た
め
、
宮
城
自
身
が
東
や
南
へ
激
し
く
傾
斜
す
る
土
地
条
件
に
設

け
ら
れ
て
お
り
、
古
墳
群
の
所
在
し
た
西
辺
部
は
古
墳
が
無
く
と
も
西
に
向
か
っ
て

急
崖

を
な
し
て
い
た
と
は
い
え
、
古
墳
群
を
削
平
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
古
墳
群
は
意
図
的
に
残
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。

　
古
墳
群
が
残
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
長
岡
宮
城
造
営
の
進
捗
状
況
と
の
関
係
で
解

釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
平
城
京
同
様
、
王
権
の
連
続
性
を
保
証
す
る
も
の

と
し
て
意
図
的
に
残
さ
れ
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
長
岡
京
に
都
が
所
在
し
た
時
期
に
は
天
皇
陵
は
築
造
さ
れ
て
い
な
い

が
、
延
暦
七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
美
人
達
の
墓
が
乙
訓
郡

に
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
大
伴
親
王
（
淳
和
天
皇
）
母
・
藤
原
旅
子
墓
や

皇

后
・
藤
原
乙
牟
漏
陵
、
桓
武
天
皇
母
・
高
野
新
笠
陵
が
山
背
国
乙
訓
郡
に
そ
れ
ぞ

れ
、
宇
波
多
陵
、
長
岡
山
陵
（
高
畠
陵
）
、
大
枝
山
稜
と
し
て
営
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
地
名
な
ど
を
参
考
に
す
れ
ば
い
ず
れ
も
長
岡
京
外
の

北
部
・
禁
野
地
域
に
展
開
し
た
可
能
性
が
高
い
。
禁
野
推
定
地
に
は
こ
の
他
に
も
、

物
集
女
車
塚
古
墳
な
ど
の
前
方
後
円
墳
や
、
現
在
藤
原
乙
牟
漏
陵
と
し
て
管
理
さ
れ

て

い

る
高
畠
陵
古
墳
等
多
く
の
群
集
墳
が
点
在
し
て
い
る
。

　
物
集
女
車
塚
古
墳
で
は
墳
丘
端
で
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
北
接
す
る
位
置

か

ら
は
複
廊
の
回
廊
を
も
つ
長
岡
京
期
の
施
設
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
墳
丘
が
利
用

さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
の
他
、
廃
都
後
に
は
や
は
り
禁
野
地
域
に
当
た
る
向
日
丘
陵
上
か
ら
九
世
紀
前

半
の
火
葬
墓
で
あ
る
長
岡
古
墓
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
淳
和
天
皇
の
火
葬

に
際
し
茶
毘
に
付
し
た
地
点
が
山
城
国
乙
訓
郡
物
集
村
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
廃
都
後

も
墓
域
或
い
は
埋
葬
関
連
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

2

「延
暦
十
一
年
八
月
四
日
」
禁
令
と
深
草
山

『
日
本
紀
略
』
に
よ
る
と
長
岡
京
廃
都
の
詔
が
出
る
五
ヶ
月
前
、
不
思
議
な
禁
令
が
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出
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
禁
令
は
短
く
「
禁
葬
埋
山
城
国
紀
伊
郡
深
草
山
西
面

縁
近
京
城
也
」
と
だ
け
記
す
。
六
月
に
は
皇
太
子
安
殿
親
王
の
病
を
占
う
に
早
良
親

王

の

崇
り
と
の
ト
占
結
果
が
出
、
王
権
内
部
で
は
遷
都
に
向
か
っ
て
準
備
段
階
に

入
っ
て
い
た
時
期
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
に
長
岡
京
と
も
新
都
（
平
安
京
）

と
も
離
れ
た
深
草
の
地
が
ど
う
し
て
「
近
京
城
」
だ
と
し
て
問
題
視
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
「
深
草
」
と
「
埋
葬
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
直
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
が
『
日

本
後
紀
』
大
同
元
年
四
月
七
日
に
「
葬
於
山
城
国
紀
伊
郡
柏
原
山
陵
」
と
し
て
改
葬

さ
れ
た
桓
武
天
皇
陵
で
あ
る
。

　
『
日
本
後
紀
』
に
よ
れ
ば
、
桓
武
天
皇
は
延
暦
二
五
（
八
〇
六
）
年
三
月
一
七
日
に

亡
く
な
り
、
翌
一
入
日
に
は
葬
儀
の
次
第
が
決
め
ら
れ
、
一
九
日
に
山
陵
を
山
城
国

葛
野
郡
宇
太
野
に
決
定
す
る
旨
の
詔
が
出
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
決
定
直
後
か
ら
宇
多

野
周
辺
で
不
審
火
が
相
次
ぎ
、
二
二
日
に
は
京
中
が
煙
に
よ
っ
て
視
界
が
開
け
な
い

ほ

ど
に
な
っ
た
と
い
う
。
つ
い
に
二
三
日
に
至
り
山
陵
地
を
占
っ
た
と
こ
ろ
「
賀
茂

神
崇
」
と
で
る
。
賀
茂
神
は
王
権
と
の
関
係
の
極
め
て
深
い
神
で
あ
る
。
そ
の
上
、

賀
茂
神
の
所
在
地
と
宇
太
野
で
は
か
な
り
位
置
関
係
に
距
離
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

何
故
賀
茂
神
が
崇
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
権
を
守
護
す
る
神
を
持
ち
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
山
陵
の
決
定
に
異
を
唱
え
る
政
治
的
な
動
向
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
か
。

　
西
本
昌
弘
氏
に
よ
れ
ば
、
桓
武
死
後
の
皇
位
継
承
を
巡
っ
て
は
極
め
て
微
妙
な
政

治
的
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
［
西
本
二
〇
〇
五
］
。
西
本
氏
は
、
桓
武
天
皇
は

死
後
の

皇
位
継
承
の
混
乱
を
恐
れ
、
三
人
の
皇
子
達
に
十
年
交
替
の
皇
位
継
承
を
遺

言
し
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
平
城
天
皇
は
こ
れ
を
反
故
に
し
、
紳
野
皇
太
子
廃
太

子
、
高
岳
親
王
立
太
子
を
画
策
し
た
と
い
う
。
神
野
廃
太
子
に
失
敗
し
た
平
城
の
矛

先
は
神
野
親
王
派
と
目
さ
れ
た
伊
予
親
王
に
向
け
ら
れ
、
「
伊
予
親
王
事
件
」
と
な
っ

た
。　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
策
を
弄
し
て
平
城
天
皇
が
桓
武
天
皇
の
遺
志
に
反
し
た
背
景
は

不
明
で
あ
る
が
、
西
本
氏
の
説
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
桓
武
死
亡
直
後
か
ら
、
平
城

が
自
ら
の
意
思
で
独
自
の
政
策
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
姿
勢
が
明
瞭
に
浮
か
び
上
が

る
。

　

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
山
陵
地
の
「
不
審
火
」
と
「
賀
茂
神
崇
」
で
あ
る
。

平
城
天
皇

が
桓
武
の
遺
志
に
反
し
て
葛
野
郡
宇
太
野
に
山
陵
を
築
造
し
よ
う
と
し
て

い

た
と
し
た
な
ら
、
反
対
派
が
こ
れ
に
抵
抗
し
た
可
能
性
は
十
分
あ
ろ
う
。
こ
の
場

合
の
反
対
派
と
は
そ
の
後
の
「
桓
武
遺
言
」
を
守
っ
た
紳
野
親
王
（
嵯
峨
天
皇
）
と

大
伴
親
王

（淳
和
天
皇
）
と
な
る
。
特
に
賀
茂
神
を
持
ち
出
し
て
「
崇
り
」
と
さ
せ

た
と
こ
ろ
に
抜
群
の
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
嵯
峨
・
淳
和
兄
弟
は
、

西
本
氏
に
よ
れ
ば
、
桓
武
遺
言
通
り
十
年
で
皇
位
を
交
替
し
た
。

　

さ
て
、
問
題
は
桓
武
「
山
陵
」
の
場
所
で
あ
る
。
そ
の
有
力
な
候
補
地
を
私
は
深

草
山
西
面
に
求
め
た
い
。

　
大
同
元
年
四
月
七
日
、
よ
う
や
く
新
し
い
葬
地
が
決
定
さ
れ
た
。
山
城
国
紀
伊
郡

柏
原
山
陵
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
地
が
ど
こ
か
は
諸
説
あ
っ
て
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
紀
伊
郡
は
西
、
南
が
賀
茂
川
や
宇
治
川
、
小
椋
池
に
よ
っ
て
境
さ
れ
て
お

り
、
山
陵
を
築
造
で
き
る
空
間
は
「
深
草
」
の
地
を
お
い
て
他
に
な
い
。
た
だ
し
、

当
時
の
深
草
の
地
が
ど
こ
ま
で
の
範
囲
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
定
か
で
は
な

く
、
こ
れ
も
ま
た
、
諸
説
を
生
み
出
す
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新
た
な

視
点
で
も
っ
て
、
柏
原
陵
の
治
定
地
を
推
定
し
て
み
た
い
。

3
　
柏
原
山
陵
か
ら
の
眺
望

　
古
代
王
権
が

そ
の
死
後
も
影
響
力
を
残
そ
う
と
し
て
、
陵
を
営
む
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
古
墳
時
代
ほ
ど
の
巨
大
な
前
方
後
円
墳
を
築
造
し
て
そ
の

力
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
時
代
で
は
最
早
な
く
、
墓
の
規
模
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ

れ

な
か
っ
た
こ
と
が
、
天
武
・
持
統
合
葬
陵
と
さ
れ
る
野
ロ
王
墓
古
墳
（
大
内
陵
）

に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
大
内
陵
が
藤
原
宮
の
真
南
に
営
ま
れ
た
よ
う
に
、
天
武
王
権
以
後

は
、
「
陵
墓
」
が
新
た
な
王
権
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
宮
都
と
の
位
置
関
係
を
配
慮
し
て
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決
定
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
既
に
み
た
通
り
で
あ
る
。

　
仮

に
桓
武
天
皇
柏
原
陵
も
宮
都
と
の
関
係
を
意
識
し
て
営
ま
れ
た
と
す
る
と
ど
の

よ
う
な
関
係
が
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
深
草
の
地
は
平
安

京
の
南
東
に
あ
り
、
同
都
と
の
関
係
は
明
瞭
で
は
な
い
。
も
し
平
安
京
と
の
関
係
を

重
視
す
る
な
ら
、
当
初
の
葛
野
郡
宇
太
野
あ
る
い
は
愛
宕
郡
の
北
や
東
が
有
力
地
で

あ
る
。
事
実
平
安
京
の
東
に
は
後
に
皇
族
や
貴
族
な
ど
の
葬
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る

鳥
部
野
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
宮
都
と
の
関
係
を
平
安
京
だ
け
で
は
な
く
、
長
岡
京
と
も
関
連
づ
け
る

と
、
初
め
て
、
両
京
に
接
し
て
、
深
草
の
所
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
今
、

深
草
の

い

ず
れ
の
地
点
に
立
っ
て
も
ほ
ぼ
、
長
岡
京
は
真
西
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
平
安
京
の
南
半
部
を
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
仮
に

こ
れ
ま
で
の
柏
原
陵
の
代
表
的
な
二
説
を
柏
原
陵
A
説
、
柏
原
陵
B
説
と
仮

称

す
る
と
、
い
ず
れ
も
こ
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
。
既
に
こ
う
し
た
立
地
条
件
に
つ

い
て

は
山
田
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
山
田
邦
和
一
九
九
九
b
］
。
そ
こ
で
、
も
う
一
つ
、

桓
武
天
皇
の
皇
統
の
正
当
性
を
支
え
た
、
天
智
天
皇
山
科
陵
（
御
廟
野
古
墳
）
と
の

関
係
を
条
件
に
付
加
し
た
場
合
両
説
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
位
置
関
係
を
示
し
た
の
が
第
3
図
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
八
世
紀
末
に
お
け

る
具
体
的
な
眺
望
関
係
に
つ
い
て
は
知
る
よ
し
も
な
い
。
し
か
し
、
深
草
の
山
塊
が

さ
ほ
ど
大
き
な
改
変
を
受
け
た
形
跡
が
な
い
こ
と
は
現
地
を
踏
査
し
て
み
る
と
明
ら

か

で

あ
る
。
す
る
と
、
G
I
S
を
用
い
た
両
地
点
の
視
界
は
あ
る
程
度
有
効
で
あ
る

可
能
性
が
あ
る
。
即
ち
、
A
説
の
伏
見
稲
荷
周
辺
部
か
ら
の
み
天
智
天
皇
山
階
陵
を

眺
望

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
B
説
は
伏
見
桃
山
城
の
建
設
に
よ
っ
て
破
壊

さ
れ
た
と
す
る
説
で
あ
る
か
ら
、
往
時
の
地
形
が
若
干
削
平
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は

あ
る
が
、
仮
に
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
東
側
の
山
塊
に
よ
っ
て
、
山
階
陵
を
臨
む
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。

　

当
初
の
仮
条
件
が
当
時
設
定
さ
れ
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、
桓
武
天
皇
柏
原
陵
は

A
説
に
有
利
に
な
る
。
と
は
言
っ
て
も
私
も
含
め
て
、
稲
荷
山
周
辺
を
探
索
し
て
み

■天智天皇山科陵

　　柏原陵A説

　　X柏原陵B説
轡

■二

淳和陵

図3　柏原陵A説からの眺望～長岡京・平安京と桓武柏原陵天智山科陵淳和大原野西嶺陵～
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て

も
、
地
元
に
畑
地
か
ら
の
「
石
棺
」
の
出
土
は
伝
え
ら
れ
る
が
、
考
古
学
的
な
痕

跡

は
未
だ
に
認
め
ら
れ
な
い
。
G
I
S
を
用
い
て
の
眺
望
と
い
う
新
し
い
条
件
に

よ
っ
て
、
A
説
に
再
び
可
能
性
が
出
た
上
、
A
説
も
ま
た
候
補
地
が
限
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
地
点
の
詳
細
な
発
掘
調
査
の
結
果
を
み
て
結
論
づ
け
て
も
遅
く
は

無
か
ろ
う
。

　
桓
武
の

遺
言
に
「
深
草
山
陵
」
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
城
王
権
に
よ
っ

て
、
一
旦
は
反
故
に
さ
れ
た
事
態
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
嵯
峨
・
淳
和
両
天
皇
が
、

自
ら
の
葬
地
や
葬
法
に
つ
い
て
、
極
め
て
詳
細
な
遺
言
を
残
し
て
い
た
［
山
田
邦
和
一

九
九

九

c
］
と
し
た
ら
、
「
延
暦
十
一
年
八
月
四
日
禁
令
」
に
対
す
る
新
た
な
解
釈
も

ま
た
意
味
を
な
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

4
　
淳
和
天
皇
陵
と
眺
望

　
桓
武
天
皇
の
「
陵
墓
」
と
同
様
、
長
岡
京
と
平
安
京
と
の
位
置
関
係
を
想
起
さ
せ

る
「
陵
墓
」
に
淳
和
天
皇
陵
（
大
原
野
西
嶺
上
御
陵
）
が
あ
る
。
桓
武
天
皇
と
藤
原

旅
子
の

間
に
生
ま
れ
た
大
伴
皇
子
も
ま
た
桓
武
天
皇
の
遺
言
に
よ
っ
て
天
皇
位
に
就

く
こ
と
に
な
っ
た
。
淳
和
天
皇
で
あ
る
。
淳
和
は
、
遺
言
通
り
十
年
の
皇
位
を
経
て

嵯
峨
天
皇
と
の
約
束
通
り
、
そ
の
子
正
良
親
王
（
仁
明
天
皇
）
に
譲
位
し
、
七
年
後

の
七
四

〇

年
に
亡
く
な
る
。
淳
和
は
、
火
葬
に
付
し
た
上
、
そ
の
骨
を
砕
い
て
西
山

の

峰
の
上
か
ら
撒
く
よ
う
に
遺
言
し
て
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
地
そ
の
も
の

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
今
と
な
っ
て
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
宮
内
庁
が
現
在
管
理

す
る
西
山
の
ど
の
地
点
も
さ
ほ
ど
景
観
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
仮
に
遺
言
通
り
灰
を

撒
く
と
し
た
ら
、
西
山
山
塊
中
最
も
高
所
に
あ
る
現
管
理
地
辺
り
は
有
力
地
と
な
る
。

そ
こ
で
、
現
管
理
地
周
辺
か
ら
眼
下
を
望
む
と
、
見
事
に
長
岡
京
、
平
安
京
の
全
域

を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
母
・
藤
原
旅
子
の
葬
ら
れ
た
と
い
う
大
枝

の
地

（大
枝

に
は
藤
原
旅
子
陵
（
宇
波
多
陵
）
と
共
に
桓
武
天
皇
母
・
高
野
新
笠
陵

（大
枝
陵
）
が
あ
る
）
や
、
桓
武
天
皇
柏
原
陵
A
説
の
深
草
山
一
帯
を
真
東
に
見
下
ろ

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。

　
桓
武
天
皇
柏
原
陵
の
位
置
比
定
の
可
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
淳
和
天
皇
陵
の
立

地
な
ど
を
も
分
析
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
天
皇
陵
、

大
王
墓
か

ら
の
眺
望
と
い
う
視
点
も
、
G
I
S
と
い
う
最
新
の
I
T
機
器
の
普
及
に

よ
っ
て
、
新
た
な
分
析
資
料
と
し
て
参
照
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
様

の
視
点
で
も
っ
て
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
精
度
高
く
、
桓
武
、
淳
和
両
天
皇
の
陵
墓
築
造

地
の

研
究
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

桓
武
天
皇
が
深
草
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
深
草
の
地
に
い
わ
ゆ
る
元
号

寺
院
と
し
て
の
嘉
祥
寺
、
貞
観
寺
や
極
楽
寺
を
建
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
相
次
ぐ

天
皇
や
貴
族
の
埋
葬
は
平
安
京
に
お
け
る
東
の
位
置
づ
け
を
決
定
づ
け
、
葬
地
空
間

が
固
定
化
す
る
。

　

さ
ら
に
平
安
京
都
市
民
の
埋
葬
地
と
し
て
、
佐
比
川
や
鴨
川
が
着
目
さ
れ
、
鳥
部

野

に
葬
地
が
固
定
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
平
安
京
（
或
い
は
京
都
）
で
は
都
市
の
東

が
貴
賎
を
問
わ
ず
葬
地
と
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
唐
・
長
安
に
お
け
る
葬

地
と
し
て
の
東
の
位
置
づ
け
と
重
な
り
合
う
［
妹
尾
達
彦
二
〇
〇
五
］
。

　
六
世
紀

に
入
り
王
権
の
所
在
地
に
「
王
陵
空
間
」
が
創
出
さ
れ
、
天
武
・
持
統
王

権
は
南
を
「
陵
墓
」
空
間
と
し
、
西
を
始
祖
墓
配
置
空
間
と
し
た
。
し
か
し
平
城
京

建
設
に
伴
い
、
唐
・
長
安
に
習
う
か
の
如
く
宮
城
中
枢
部
を
中
国
的
な
空
間
構
造
と

し
、
北
側
に
「
陵
墓
」
空
間
を
設
置
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
長
岡
京
か
ら
平
安
京
に
か

け
て
中
国
的
な
「
陵
墓
」
空
間
に
独
自
の
空
間
が
設
定
さ
れ
、
次
第
に
東
が
固
定
化

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
宮
都
と
陵
墓
と
の
関
係
は
日
本
の
宮
都
の
変
遷
と
期
を
一
に
す
る
か
の
如
く
、
中

国
の
構
造
を
参
照
し
な
が
ら
独
自
の
変
遷
を
複
雑
に
経
た
の
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
本
稿
は
、
共
同
研
究
「
律
令
国
家
転
換
期
の
王
権
と
都
市
」
の
成
果
の
一

部
で

あ
る
が
、
研
究
会
で
の
報
告
で
は
、
主
に
長
岡
京
の
北
や
東
が
ど
の
よ
う
に
利
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用
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
述
べ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
そ
の
点
を
十
分
に
ま
と

め

き
る
こ
と
が
で
き
ず
、
主
に
宮
都
と
「
陵
墓
」
と
葬
地
が
ど
の
よ
う
な
位
置
関
係

を
も
っ
て
変
遷
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

報
告

し
た
趣
旨
と
も
異
な
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

参
考
文
献

明
日
香
村
教
育
委
員
会
二
〇
〇
六
　
『
明
日
香
村
の
文
化
財
⑤
　
島
庄
遺
跡
』
二
〇
〇
六
年

今
尾
文
昭
一
九
九
六
　
「
四
条
古
墳
群
（
天
皇
陵
古
墳
解
説
）
」
『
天
皇
陵
古
墳
』
大
巧
社
一
九
九
六
年

今
尾
文

昭
一
九
九
九
　
「
新
益
京
の
借
陵
守
ー
「
京
二
十
五
戸
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
　
」
『
考
古
学

　

に
学
ぶ
　
同
志
社
大
学
考
学
シ
リ
ー
ズ
W
』
一
九
九
九
年

今
尾
文
昭
二
〇
〇
四
a
　
「
古
代
『
陵
墓
』
管
理
の
変
質
と
地
域
」
『
オ
オ
ヤ
マ
ト
古
墳
群
と
古
代
王

　
権
』
青
木
書
店
二
〇
〇
四
年

今
尾
文
昭
二
〇
〇
四
b
　
「
天
皇
陵
古
墳
の
実
像
」
『
畿
内
の
古
代
古
墳
と
そ
の
時
代
』
季
刊
考
古
学

　

別
冊
一
四
　
雄
山
閣
　
二
〇
〇
四
年

今
尾
文
昭
二
〇
〇
六
　
「
考
古
学
か
ら
み
た
律
令
期
陵
墓
の
実
像
」
『
日
本
史
研
究
』
五
二
一
号
二
〇

　
〇
六
年

橿
原
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
〇
　
「
奈
良
県
橿
原
市
植
山
古
墳
現
地
説
明
会
資
料
」
二
〇
〇
〇
年

岸
　
俊
男
一
九
六
九
　
「
藤
原
宮
の
沿
革
」
「
藤
原
宮
沿
革
史
」
「
京
域
の
想
定
と
藤
原
京
条
坊
制
」
奈

　
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
京
』
一
九
六
九
（
後
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
岩
波
書
店
一
九
八
八

　
所
収
第
一
章
「
緊
急
調
査
と
藤
原
京
の
復
原
」
）

岸
俊
男
一
九
七
〇
a
「
古
道
の
歴
史
」
（
坪
井
清
足
・
岸
俊
男
編
『
古
代
の
日
本
五
近
畿
』
角

　
川
書
店
　
後
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
岩
波
書
店
一
九
八
八
所
収
）

岸
　
俊
男
一
九
七
〇
b
　
「
見
瀬
丸
山
古
墳
と
下
ッ
道
」
橿
原
考
古
学
研
究
所
『
青
陵
　
一
六
』
一
九

　
七
〇
年
（
後
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
岩
波
書
店
一
九
八
八
所
収
）

黒
崎
　
直
一
九
八
〇
　
「
近
畿
に
お
け
る
八
・
九
世
紀
の
墳
墓
」
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第

　
三

十
八
冊
研
究
論
集
W
』
　
一
九
八
〇
年

西

本
昌
弘
二
〇
〇
五
　
「
桓
武
改
葬
と
神
野
親
王
廃
太
子
計
画
」
『
続
日
本
紀
研
究
』
第
三
五
九
号

　
二
〇
〇
五
年

妹
尾
達
彦
二
〇
〇
五
　
「
唐
長
安
の
都
市
生
活
と
墓
域
」
『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
二
三
　
二
〇

　
〇
五
年

高
橋
美
久
二
一
九
八
〇
　
「
長
岡
京
跡
右
京
第
二
六
次
発
掘
調
査
概
要
」
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
概
報

　
（
一
九
八
〇
ー
二
）
』
一
九
八
〇
年

林
部
　
均
二
〇
〇
一
　
『
古
代
宮
都
形
成
過
程
の
研
究
』
青
木
書
店
　
二
〇
〇
一
年

水
林
　
彪
二
〇
〇
三
　
「
平
城
京
読
解
」
『
古
代
王
権
の
空
間
支
配
』
青
木
書
店
　
二
〇
〇
三
年

山
田
邦
和
一
九
九
四
a
　
「
墓
地
と
葬
送
」
『
平
安
京
提
要
』
角
川
書
店
　
一
九
九
四
年

山
田
邦
和
一
九
九
四
b
　
「
平
安
京
の
葬
送
地
」
（
『
季
刊
考
古
学
　
特
集
『
平
安
京
跡
発
掘
』
第
四
九

　
号
』
雄
山
閣
出
版
　
一
九
九
四
年

山
田
邦
和
一
九
九
四
c
　
「
平
安
貴
族
葬
送
の
地
・
深
草
－
京
都
市
深
草
古
墓
の
資
料
－
」
同
志
社
大

　
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
W
『
考
古
学
と
信
仰
』
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
刊
行
会
一
九
九
四
年

山
田
邦
和
一
九
九
五
　
「
コ
ラ
ム
④
始
祖
王
陵
と
し
て
の
「
神
武
陵
」
」
日
本
史
研
究
会
・
京
都
民

　
科
歴
史
部
会
編
『
「
陵
墓
」
か
ら
み
た
日
本
史
』
青
木
書
店
　
一
九
九
五
年

山
田
邦
和
一
九
九
六
　
「
京
都
の
都
市
空
間
と
墓
地
」
『
日
本
史
研
究
　
第
四
〇
九
号
』
一
九
九
六
年

山
田
邦
和
一
九
九
九
a
　
「
元
明
天
皇
陵
の
意
義
」
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
孤
『
考
古
学
に
学

　
ぶ
－
遺
構
と
遺
物
ー
』
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
刊
行
会
　
一
九
九
九
年

山
田
邦
和
一
九
九
九
b
　
「
桓
武
天
皇
柏
原
陵
考
」
『
文
化
学
年
報
　
第
四
八
輯
』
一
九
九
九
年

山
田
邦
和
一
九
九
九
c
　
「
淳
和
・
嵯
峨
陵
天
皇
の
薄
葬
」
『
花
園
史
学
伊
藤
安
男
教
授
古
稀
記
念
号

　
第
二
〇
号
』
花
園
大
学
史
学
会
一
九
九
九
年

山
田
邦
和
他
二
〇
〇
一
　
『
別
冊
歴
史
読
本
七
八
歴
史
検
証
　
天
皇
陵
第
二
六
巻
第
一
七
号
通
巻
五

　
七

三

号
』
新
人
物
往
来
社
二
〇
〇
一
年

山
田
邦
和
二
〇
〇
五
　
「
平
安
時
代
陵
墓
研
究
の
展
望
」
『
日
本
史
研
究
会
七
月
例
会
　
陵
墓
研
究
の

　
新
地
平
　
資
料
』
　
二
〇
〇
五
年

大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
六
　
『
下
三
橋
遺
跡
現
地
説
明
会
資
料
』
二
〇
〇
六
年

山
中
　
章
一
九
八
六
　
「
長
岡
宮
跡
第
一
五
八
・
一
六
五
次
（
七
A
N
九
N
ー
一
・
二
）
～
大
極
殿
院

　
北
面
回
廊
・
大
極
殿
古
墳
～
発
掘
調
査
概
要
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
八
集
』
一

　

九
八
六
年

山
中
章
二
〇
〇
一
　
「
古
代
宮
都
成
立
期
の
都
市
性
」
佐
藤
信
・
吉
田
伸
之
編
『
新
体
系
日
本
史
六

　
都
市
社
会
史
』
山
川
出
版
　
二
〇
〇
一
年

　
　
（
三
重
大
学
人
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇
〇
六
年
五
月
三
一
日
受
理
、
二
〇
〇
六
年
八
月
一
〇
日
審
査
終
了
）
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The　Environs　of　Ancient　Japanese　Capitals：1mperial　Capitals　and　Cemeteries

YAMANAKA　Akira

　　　Research　on　the　relationship　between　ancient“imperial　mausoleums”and　imperial　capitals　is　limited．　As　such，　it

comprises　only　Toshio　Kishi’s　work　on　the“Fujiwara　capital”and　the　combined　mausoleum　of　emperors　Temmu　and

Jito，　Fumiaki　Imao’s　study　of　the　Fujiwara　capital　and　the　Sh亘o　burial　mounds　and　Kunikazu　Yamada’s　research　on　the

relationship　between　the　Heian　capital　and　the　tombs　of　emperors　Kamlnu，　Saga　and　Junna．　Consequently，　the　present

study　examines　where，　when　and　fbr　what　reasons　the　imperial　palaces　and　capitals　from　the　various　Asuka　capitals

through　to　the　Heian　capital　situated“imperial　mausoleums”and　cemeteries．

　　　Early　in　the　sixth　century，　space　fbr　an　imperial　tomb　was　created　to　the　southwest　of　Asuka　not　far　from　the　l㏄a－

tion　of　the　seat　of　imperial　power．　The　mausoleum　of　Empress　Suiko　was　designed　as　a　traditional“cemetery”with　no

clear　link　between　it　and　the　imperial　palace．　However，　in　the　case　of　emperors　Temmu　and　Jito，　a　clear　concept

emerged　fbr　the　first　time　regarding　spaces　fOr　both，　with　a　mausoleum　space　set　aside　to　the　south　fbr　the　present　rul－

er　and　a　space　to　the　west　fOr　the　tomb　of　the丘rst　emperor．

　　　When　the　He巧o　capital　was　built　the　central　section　of　the　imperial　palace　had　a　Chinese　spatial　structure　and　a　mau－

soleum　space　was　created　on　the　northern　side　as　if　copied　from　China’s　capital　Chang’an．　However，　this　Chinese　mau－

soleUm　space　was　altered　fbr　the　Nagaoka　capital　and　through　to　the　Heian　capital，　whereby　the　east　was　adopted　as　a

special　space．

　　　The　burial　of　Emperor　Kammu　in　Fukakusa　later　encouraged　the　belief　of　using　land　in　Fukakusa　fOr　cemeteries，

resulting　ill　the　constnlction　of　the　Gengojiin，　Kashoji，　Joganji　and　Gokurakllji　temples　and　the　creation　of　special

space　in　the　east．　The　burial　of　a　succession　of　emperors　and　members　of　the　nobility　cemented　the　status　of　the　east

in　the　Heian　capital　so　that　it　became　a　space　fOr　cemeteries．

　　　The　Saigawa　River　and　Kamo　River　were　seen　as　suitable　sites　fbr　cemeteries　fOr　the　citizens　of　the　Heian　capital，

which　led　to　the　establishment　of　a　cemetery　in　Toribeno．　The　east　of　the　Heian　capital（or　Kyoto）became　a　cemetery

fbr　people　of　both　high　and　low　status．　This　replicated　the　positioning　of　the　east　in　Chang’an　as　a　cemetery　fbr　the　no－

bility　and　of6cial　classes．

　　　The　relationship　between　imperial　capitals　and　mausoleums　changed　along　with　the　country’s　capitals，　which　saw

them　undergo　complex　and　unique　changes　while　incorporating　the　Chinese　structure．
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